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１
．
コ
ロ
ナ
禍
を
招
い
た

　
　
　
　
　
　

根
本
的
な
原
因

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
って
、
世
界
中
で
甚
大
な
被
害

が
生
じ
て
い
ま
す
。
各
国
で
様
々
な

感
染
を
縮
小
す
る
た
め
の
試
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
終
息
の
見

通
し
は
立
って
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
感
染
症
の
そ
も
そ
も
の
原
因

は
、
持
続
的
な
開
発
を
考
慮
し
な
い

人
類
の
乱
開
発
に
よ
って
野
生
動
物
が

追
いつ
め
ら
れ
、
人
類
と
の
距
離
が
極

端
に
縮
小
し
、
そ
の
際
に
野
生
動
物

（
コ
ウ
モ
リ
）
を
宿
主
と
し
て
い
た
ウ
イ

ル
ス
が
野
生
動
物
か
ら
人
類
へ
と
移
転

し
、
最
終
的
な
共
生
（
２
〜
３
年
後

の
感
染
症
の
終
息
）
の
過
程
で
人
類

に
甚
大
な
危
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
って
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
ば
か
り
で
な
く
、
今
後
も
予

想
さ
れ
る
野
生
動
物
起
源
の
新
型
感

染
症
に
対
す
る
根
本
的
な
対
策
は
、

人
類
が
現
在
行
って
い
る
乱
開
発
を
中

止
し
、
野
生
動
物
と
人
類
と
の
住
み

分
け
の
秩
序
を
回
復
す
る
こ
と
に
あ

る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
類
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
す

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
的
開
発
目
標
）
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
、

お
よ
び
、
今
後
の
生
活
様
式
の
羅
針

盤
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
以

上
の
理
由
に
基
づい
て
い
ま
す
。

２
．
コ
ロ
ナ
時
代
を

　
　
　

生
き
抜
く
た
め
の

　
　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
17
の
目
標

　

国
連
の
加
盟
国
１
９
３
か
国
の
す
べ

て
の
国
が
承
認
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続

的
な
開
発
目
標
）
は
、
２
０
３
０
年

ま
で
の
達
成
目
標
と
し
て
17
の
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
達
成
目
標
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

３
項
目
、
人
間
に
関
す
る
項
目
が
６

項
目
、
経
済
に
関
す
る
項
目
が
６
項

目
、
地
球
環
境
に
関
す
る
項
目
が
３

項
目
、
平
和
に
関
す
る
項
目
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
項
目
が
そ
れ

ぞ
れ
１
項
目
あ
っ
て
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
実
現
す
る
に
は
並
大
抵
の
努
力

で
は
足
り
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
17
の

す
べ
て
の
目
標
を
今
か
ら
１
６
０
年
以

上
も
前
の
１
８
５
６
年
に
、
す
で
に
実

現
し
た
人
物
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

備
中
松
山
藩
の
偉
人
、
山
田
方
谷
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　

高
梁
商
工
会
議
所
青
年
部（
金
石

弘
志
会
長
）で
は
、1
月
27
日
㈬
１9
時

30
分
か
ら
高
梁
商
工
会
議
所
第
一
会

議
室
に
お
い
て
新
年
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
金
石
会
長
の
挨
拶
の
後
、令

和
三
年
度
の
役
員
選
出
及
び
県
青
連

出
向
者
の
選
任
が
行
わ
れ
、全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
役
員
予
定
者
は
下
記
の
通

り（
敬
称
略
）

▽
会
長・山
田
洋
一（
千
寿
庵
㈱
）▽
直

前
会
長・金
石
弘
志（
金
石
組
）▽
副

会
長・大
河
伸
平（
㈲
大
河
ガ
ス
）▽
副

会
長・片
岡
伸
介（
松
栄
）▽
副
会
長・

川
上
龍
太
郎（
川
上
商
会
）▽
専
務
理

事・小
見
山
徹（
㈱
小
見
山
モ
ー
タ
ー

ス
）▽
監
事・中
村
宏
史（
中
村
畳
工
業

㈲
）▽
監
事・中
村
雅
則（
甲
子
園
観

光
㈱
）▽
総
務
委
員
長
・
田
中
秀
治

（
㈱
田
中
紙
店
）▽
企
画
委
員
長・三
村

敏
通（
㈲
ミ
ム
ラ
機
械
商
事
）▽
広
報

委
員
長
・
山
田
雄
介（
㈲
弘
栄
工
業

所
）

　

高
梁
商
工
会
議
所
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー（
申
請
者
）と
な
り
、高
梁
市
立

宇
治
高
校
と
連
携
し
、高
梁
川
流
域

未
来
人
材
育
成
事
業
の
採
択
を
受

け
、「
高
校
生
キ
ャ
リ
ア
実
践
講
座　

地
産
地
消 
も
ち
麦
コ
ー
ヒ
ー
よ
う
か

ん
の
研
究
」を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
宇
治
地
域
の
特
産
品

で
あ
る
も
ち
麦
を
用
い
た
食
品
の
開

発
と
商
品
化
、販
売
実
践
を
す
る
た

め
に
、宇
治
高
校
が
宇
治
市
民
セ
ン

タ
ー
、（
一
社
）宇
治
雑
穀
研
究
会
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、地
域
貢
献
や

活
性
化
に
つい
て
考
え
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

生
徒
は
地
域
学
習
と
講
演
会
を
通

し
て
、地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
工

夫
や
販
売
者
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
意
識

し
、昨
年
10
月
に
は
市
図
書
館
前（
写

真
）と
ポ
ル
カ
で
の
販
売
を
通
し
て
働

く
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、同
未
来
人
材
育
成
事
業
の

成
果
発
表
会（
12
校
）が
1
月
31
日
に

倉
敷
市
で
開
催
さ
れ
、宇
治
高
校
は

学
内
外
で
の
試
食
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
繰

り
返
し
商
品
開
発
や
販
売
を
実
践
し

た
成
果
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

〇
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

　

高
梁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長　

大　

高　

光　

司

　
　
　
　
　
　
　
（
落
合
町
阿
部
）

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
山
田
方
谷
（
１
）

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
山
田
方
谷
（
１
）

㈻
順
正
学
園　
Ａ
Ｉ
活
用
研
究
所

順
正
学
園　
Ａ
Ｉ
活
用
研
究
所 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

副
所
長

副
所
長    

加 

賀 

山　

茂

山　

茂

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
山
田
方
谷
（
１
）

㈻
順
正
学
園　
Ａ
Ｉ
活
用
研
究
所 

　
　
　
　
　
　

 

副
所
長  

加 

賀 

山　

茂

◇
新
年
総
会
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

高
梁
川
流
域
未
来
人
材
育
成
事
業
を
実
施

高
梁
川
流
域
未
来
人
材
育
成
事
業
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
梁
市
立
宇
治
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
梁
市
立
宇
治
高
等
学
校

高
梁
川
流
域
未
来
人
材
育
成
事
業
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
梁
市
立
宇
治
高
等
学
校

議
員
の
異
動　
（
敬
称
略
）

図書館前三の丸テラスで販売図書館前三の丸テラスで販売図書館前三の丸テラスで販売




